
●食品汚染物質対策●食品汚染物質対策

銀●魚介類の有益性と水銀
・ 質なたんぱく質や魚介類（鯨類を含む）は、良質 EPA、DHA等の高度不飽和脂肪酸をその他の食品に比

康的な食生活にとって不可欠で優れた栄養特性を有している。反面、自然界べ比較一般に多く含み、健康
の地域等にかかわりなく、微量の水銀を含有しているが、その含有量は一般の食物連鎖を通じて、特定の
すものはない。しかし、一部の魚介類では、食物連鎖を通じて、他の魚介類とに低いので健康に害を及ぼす
のも見受けられる。比較して水銀濃度が高いもの

● 取と水銀に関する注意事項」や「妊婦への魚介類の摂取 Q&Aを公表（平成17年11月）
・ 康影響評価結果を踏まえ、胎児の保護を第一に注意事項を作成。妊婦が注食品安全委員会の食品健康

食量の目安を示すとともに、バランスのよい食生活を通じた魚食のメリットと意すべき魚介類の種類と摂食
妊婦のみが対象であり、子供や一般の方々は通常食べる魚介類では健康への両立を期待する旨、また、妊
状況にはない旨を公表。の悪影響が懸念されるような状

ムとその有害性●食品に含まれるカドミウ
・ 中など天然に存在する重金属。お米等の作物に含まれるカドミウムは栽培しカドミウムは鉱物中や土壌中

いるカドミウムが吸収され蓄積したもの。食品中カドミウムの一部が体内に吸ている間に土壌に含まれてい
ウム含量の高い食品を長年にわたり摂取すると、腎機能障害を引き起こす可収・蓄積することから、カドミウ

能性がある。

容一日摂取量●ダイオキシン類及び耐容
・ 棄物の焼却等で発生する化学物質で、強い毒性を示す難分解物質であるとダイオキシン類とは、主に廃棄

体の脂肪組織に蓄積することが知られている。ダイオキシン類対策特別措置ともに、環境中の生物や人体
法で、 一日摂取量はダイオキシン類の耐容一 4pgTEQ/kgbw/dayとされている。

● 類調査食品中のダイオキシン類
・ シン類による健康影響は、食品全体から摂取するダイオキシン類の総量（一人体への食品中のダイオキシ

容一日摂取量と比較することで評価している。日平均摂取量）を把握し、耐 平成17年度の調査で一日
摂取量は約1.20± TEQ/kgbw/day0.66pg T （0.47～3.56pgTEQ/kgbw/day）と推計され、この摂取量

バランスのとれた食生活が重要であると示唆された。は耐容一日摂取量より低く、バ

● の改正カドミウムの規格基準の
・ てカドミウム含有量我が国の基準は玄米につい 1.0ppm未満（精白米については0.9ppm未満）等が定
められている。
・ 会総会（国際的にはコーデックス委員 CAC）が、2006年7月精米0.4ppm等の基準値を最終採択した。
・
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